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【メイドインジャパン】
ＮＨＫのドラマ「メイドインジャパン」が興味

深い内容であり、身につまされる思いで観てい
ます。
余命３か月の倒産危機に晒された巨大電機

メーカーを舞台に、会長特命の再建チームが倒
産回避に奔走する。そこに立ちはだかるのが、リ
チウムイオン電池技術を開発したもののリスト
ラされた元社員と、その元社員を受け入れた中
国の新興企業。新興企業の技術は、元々は日本の
巨大電機メーカーにて開発したものであるが、
元社員と共に技術が渡り、日本の大手自動車メー
カーと契約が交わされる。その契約を取り返し
たい巨大電機メーカーが迷走するといったス
トーリーです。
ここ数年、現実でも大手電機メーカーの巨額

の赤字が次々と表面化してきたことから、一般
的にはタイムリーなドラマです。しかし、ものづ
くりの現場の方々からしては、何を今さらとい
う感でご覧になっていることと思います。海外
のメーカーに仕事を奪われている下請けの中小
企業の方が切実な問題として相当以前から懸念
していたことです。
かつて、メイドインジャパンの技術を吸収し

たい中国・韓国他のメーカーは、金に糸目を付
けずに日本の技術を学んできました。日本企業
もアジア各国への支援と考えたのか、又は、海外

の下請先確保と考えたのか、積極的に技術を教
え込みました。その技術を基礎として中国・韓
国他の電機メーカーが躍進しています。
一方の日本国内の中小企業は、今まで受注し

ていた仕事が海外メーカーに取って代わられて
います。製造業の海外移転は、我々が思っている
よりも相当のスピードで進んでいるようです。
先日、海外進出の相談を受けた社長さんが悔し
そうに話していた言葉が耳に残って離れません。
「リーマン・ショックの直後に大手からの受注
が途絶えたので、不思議に思っていろいろ調べ
てみたら、タイのメーカーにうちがやっていた
仕事が全部移管されていたよ。」
製造業の海外移転は、超円高の状況では、やむ

を得ない選択です。売れるものを作るためには、
価格が重要なファクターであることは間違いあ
りません。中小企業でも生き残るためには海外
移転を考えなければならないのが事実です。し
かし、この状態が続けば、国内の製造能力が縮小
を続けることは明らかです。
この状況を打開するのに、最も効果があるの

は、為替相場です。超円高が是正されつつありま
すが、アジア各国との価格競争力が正常に戻れ
ば、メイドインジャパンは復活できるはずです。
国内の製造能力と人材が失われる前に、メイド
インジャパンが復活しなければなりません。
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